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序 章 

0：はじめに 

0-1: 本研究の目的 

 アラビア語母語話者が日本語を学習する際に、モダリティを表す形式、特

に終助詞の機能や日本語のモダリティに対応するアラビア語がわかりにくい

ことが様々な困難を生み出している。そこで本研究では、アラビア語母語話

者の日本語学習者と日本語母語話者のアラビア語学習者のために、日本語に

おけるモダリティの意識、分類、使い方、種類などと、アラビア語における

モダリティと同じ機能「’uslwb ‘insha’y（陳述的な内容）」を様々な例で比較

対照し、日本語の終助詞がアラビア語におけるどんな表現にあるか明らかに

することを目的とする。 

0-2: モダリティの概観 

 現代日本語においては動詞にボイス、アスペクト、テンス、モダリティを

あらわす形式が続き、さらに終助詞などが加わって述語を構成することがで

きる。そのうち動詞に接続するボイス、アスペクト、テンスはおおむね客観

的な事態を反映するといえるのに対して、モダリティはそれについての断定

や推量のように話者の主観的な態度を表すものである。 

  それに対して、アラビア語では、文は、内容の面からは二つの種類に分かれ

ている。一つは、「’uslwb khabary（叙述的な内容）」であり、もう一つは、

真偽を問わない「 ’uslwb ‘insha’y（陳述的な内容）」である。さらに、

「’uslwb ‘insha’y」は二種類に分かれる。その一つは、相手に何らかの呼応を

求める表現で「 talaby（以下、「要求表現」と呼ぶ）」で、もう一つは

「ghayr talaby（以下、「非要求表現」と呼ぶ）」である。 

 本研究では日本語の伝達モダリティ、特に、「終助詞」と、それらに対応

すると考えられるアラビア語の「’uslwb ‘insha’y」、特に「要求表現」を比較

対照する。その上で、文によって述べられる内容と話し手の現実との関係性

について、つまり、日本語とアラビア語の文における、客観的内容を表す

「命題」と対置される「話し手の主観的把握」（話し手の発話時における心

的態度）の関係を対照することを研究目的とする。 

0-3: 研究の重要性 

    本研究では現代日本語におけるモダリティとアラビア語における「’uslwb 

‘insha’y」を比較対照する。つまり日本語の文とアラビア語の文において客観

的内容を表す「命題」と対置される「話し手の主観的把握」（話し手の発話

時における心的態度）を研究したいと思う。現代日本語におけるモダリティ
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に関する研究は数多く行われてきた。一方、それらの表現が、アラビア語に

おいてはどのように表されるかということを研究した者はほとんどいない。

従って、日本語のモダリティはアラビア語母語話者の日本語学習者にとって

明らかではない。また、アラビア語母語話者の日本語学習者と日本語語母語

話者のアラビア語学習者が日本語からアラビア語に翻訳するとき、モダリテ

ィと時に終助詞の機能をよくわかりない。それで、アラビア語における同じ

機能の表現がわからない。モダリティ表現について、アラビア語と日本語間

の翻訳がしにくいという状況がある。そのため、本研究では、両言語の文の

意味に対する日本語のモダリティと「’uslwb ‘insha’y」の役割を明らかにし、

具体的に意味、種類、使い方、分類などを説明したい。特に日本語の終助詞

とアラビア語の「’uslwb ‘insha’y」の「要求表現」がどのようなことを表わす

かを研究したいと思う。 

0-4:研究のデータ   

本研究では、ワリード・イブラヒムの『父』、『母』とナギーブ．マハフー

ズの『蜃気楼』、ハキームの『オリエントからの小鳥』を出典として用いる。 

また、日本語とアラビア語でモダリティや終助詞や「’uslwb ‘insha’y」につい

て書かれた研究を参考にして取り扱う。 

0-5: 研究方法 

本研究では、日本語とアラビア語のモダリティを比較対照するために、日

本語とアラビア語の先行研究において研究されたモダリティや終助詞や

「’uslwb ‘insha’y」に関する情報を整理し、ナギーブ・マハフーズの『蜃気

楼』、ハキームの『オリエントからの小鳥』、ワリード・イブラヒムの『父』、

『母』とその翻訳されたものから終助詞と「’uslwb ‘insha’y」を含む文を抽出

し、終助詞と「’uslwb ‘insha’y」の表現、種類、意味論、使い方などを対照し

て、論じる。 

0-6：本研究の主題と論点 

上記の資料におけるモダリティ、終助詞はその意味、定義、種類、分類、使

い方などが単純ではなく、外国人学習者にとっては非常に分かりにくいので

はないだろうか。また反対に、アラビア語の「’uslwb ‘insha’y」も、日本人と

外国人学習者には、その意味 、定義、種類、分類、使い方などが分かりにく

いのではないだろうか。そうであれば、、モダリティと「’uslwb ‘insha’y」の

間の類似点と相違点を把握するのは難しいに違いない。日本語の終助詞にお

ける疑問形、呼格形、要望形、依頼形はアラビア語ではどうなっているだろ

うか。類似点と相違点はどのようにわかるだろうかなどを論点としたい。 
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 0-7：本論文の構成 

本論文の構成は、次のとおりである。まず第 1 章では資料に含まれる日本語の

モダリティの定義、分類、範囲を取り上げる。また、伝達態度のモダリティと終助

詞を研究する。次に、第 2 章ではアラビア語の「’uslwb ‘insha’y」の定義、分類、範

囲を取り上げる。また、アラビア語における「’uslwb ‘insha’y」の「要求表現」の表

現と意味論と用法などを研究する。そして、第３章では日本語の伝達態度のモダリ

ティと終助詞とアラビア語の「’uslwb ‘insha’y」の「要求表現」を比較対照する。 
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１－日本語の文の構成 

  文、特に意味内容からは質的に大きく異なった二つの層から成り立っている。

一つは「叙述の素材」という言表事態である。そしてもう一つは「文の述べ

方」という言表態度である。言表事態とは話し手が文の意味内容のうち、客

体的な出来事や事柄を表した部分である。そして、言表事態はヴォイスやア

スペクトやみとめ方やテンスなどによって形成されている。一方、言表態度

とは話し手の命題に対する態度を陳述するものである。言表態度を形成する

のがモダリティである。 

次の図１のようになる。1
 

 

           図１        言表事態  言表態度 

 また、文は大きく分けて、客観的な事柄内容である命題と話し手の発話時

点での心的態度（命題に対する捉まえ方や伝達態度）であるモダリティから

なり、モダリティが命題を包み込むような形で階層構造化されている。従っ

て、モダリティとは主観的な判断と表現態度を表すことである。 

 

次の図２のようになる。           

図２         命題    モダリティ  

  

命題とモダリティの関係が詳しくわかるように、次の文を考察すれば、理解

されよう。 

 兄の眼はどうやらそれへ執着しているらしい。 (矢田, 2002:105) 

この文では（兄の眼はそれへ執着）が命題を表す。客観的な事柄を表す部分

であるから。また、（どうやら、しているらしい）がモダリティを表す。こ

の文では主観的な判断．表現態度を表す部分である。 

以上のように、日本語の文は、作用領域の異なる文法カテゴリーが集まり、

一つの層状の構造を形成していることが分かる。例えば、 

 陰鬱な顔しか君の頭には残っていないかしら。 (豊島, 1966:16) 

                                                           
1仁田義雄『日本語のモダリティと人称』P17 
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「陰鬱な顔しか君の頭には残っ＋てい＋なかっ＋た＋かしら」からも分か

るように、[[[[[ヴォイス]アスベクト]肯否]テンス]モダリティ]のような層状構

造をとって、日本語の文は成り立っている。(岩波, 2000: viii) 

２－日本語のモダリティ 
言語によって、人々は様々なコミュニケーションをしているが、その際、

わからないことについてのものを尋ねたり、依頼をしたり、質問したりとい

うように、様々な述べ方で文を作っている。その述べ方をモダリテイという

のである。モダリティとは話している内容に対する話し手の判断や感じ方を

表す言語表現のことである。 (岩波, 2000: 3) 

以下のように、様々な文の述べ方を「ヌールが歩く」という事態をもとに

して具体的に考えていく。 

（１）ヌールさんが歩く。 

以上の例では命題「主語＋述語」「ヌールさん＋歩く」で構成されている。

話し手の発話時における心的態度はないので、モダリティの表現は付け加え

られていない。 

（２）ヌールさんが歩かなければならない。 

（１）と（２）の例を比較すると、「ヌールさん＋歩く」ということは同

じことでも、それに対する必要性を確認するという要素が付け加えられてい

る。ここでは、命題「ヌールさん＋歩く」にモダリティ「なければならない」

の表現を付け加えている。 

（３）ヌールさんが歩くに違いない。 （推量） 

 以上の例では、命題にヌールさんという主語が歩くことについて推量す

る「に違いない」というモダリティを付け加えている。 

（４）ヌールさんが歩くか。     （疑問） 

  以上の例では、命題にヌールさんという主語が歩くことについて疑問視す

るため、「か」というモダリティを付け加えている。 

（５）ヌールさんが歩かなければならないに違いない。（必要と推量） 

以上の例では、命題にヌールさんが歩くことについての必要性を表す「な

ければならない」と推量を表す「に違いない」というモダリティを付け加え

ている。 

（６）ヌールさんが歩かなければならないか。    （必要と疑問） 

以上の例では、命題にヌールさんが歩くことについて必要性を表す「なけ

ればならない」と疑問を表す「か」というモダリティを付け加えている。 

（７）ヌールさん、歩いてください。        （命令、依頼） 

以上の例では、命題にヌールさんが歩くことについて依頼するため「くだ

さい」というモダリティを付け加えている。 
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（８）ヌールさん、歩きましょう。         （意志、勧誘） 

以上の例では、命題にヌールさんを歩くことに勧誘するため「しょう」と

いうモダリティを付け加えている。 

このように、様々な形式がついたり、つかなかったりすることで、命令、

疑問、推量、依頼、勧誘といった意味を表す文になっている。また、これら

が一緒に使われた文もある。 

一定の内容について述べる文を構成するには、その内容となる事態に対し

て、文としての様々な「述べ方」、すなわち発話の様式（Mode）を選択しな

ければならない。言い換えれば、話し手が独立した言語行為（日本語やアラ

ビア語など）をするなら、その事態に対する話し手の把握の仕方は必ず表示

されなければならないのである。 

そこで、文は二つの要素にわけることができる。一つは述べる内容として

文の中核を構成する事態（言表事態）である。これは「コト」あるいは命題

（proposition）とも呼ばれる。もう一つは、「述べ方」「発話の様式」を表

す部分である。これはモダリティ（modality,ムード mode）と呼ばれる。 

このモダリティは聞き手に対する述べかけ方と、現実に対するとらえ方か

らできている。話し手による事柄の現実への関係づけである。 

また、日本語のモダリティの表現には一般的に４つの形式がある。以下に

説明し、「話す、言う、する、伝える、行く」という動詞を用い、例を提示

する。 

１）述語の活用形、各種の述語付加形式。 

話し手が聞き手に何か頼む・依頼する・命令するなどの際、述語ある

いは動詞に様々な表現を付け加わえている。 

 述語・接辞・複合動詞の活用形式。 

複合動詞とは二つ以上の単語から成る複合語であり、動詞にモダ

リティを付け加えている。 

（話せ、話そう、話しましょう、話してください、話さなさい、話し

てくれ。） 

研究対象とする小説でも以下の表現が用いられている。 

         わけをお話しなさい。       (渡辺, 1970:61) 

以上のような文では話し手が聞き手に話すことを依頼するために、

述語に「なさい」というモダリティを付け加えている。 

 接辞（相当表現）、複合動詞 

（言います、言いたい、言わなければならない、言ってはいけな

い、言ってもいい、言えばいい、言いそうだ） 
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小説では以下の通りである。 

    たわけた事を言ってはいけない。 (太宰, 1989:4) 

以上のような文では話し手が聞き手にたわけた事を言うことを禁

止するために、述語に「てはいけない」というモダリティを付け

加えている。 

 助動詞（相当表現） 

助動詞とは動詞と同じような形態を持つが、他の動詞と結びつい

て相当などの文法機能を表す語である。 

（するはずだ、するべきだ、するのだ、するわけだ、するそうだ、

するようだ、するだろう、するらしい、するかもしれない、する

にちがいない） 

小説では以下の通りである。 

   今お姉様とても読む気がしないかもしれない。 (宮本, 1981:88) 

以上のような文では、話し手が聞き手に読むことができるかどう

かよくわからないと言いたいために、述語に「かもしれない」と

いうモダリティを付け加えている。 

 遂行動詞表現 

遂行動詞とは発言した時点でその動作を行ったことになる動詞で

ある。 

（たぶん伝えると思う、伝えることを命ずる、伝えるよう命ずる） 

小説では以下の通りである。 

   私は或る意味で娘冥加だし女房冥加だと云えると思っているのよ。 

(宮本, 1981:88) 

以上のような文では話し手が聞き手に、或る意味で娘冥加だし女

房冥加だと云えると考えることを言いたいために、述語に「思っ

ている」というモダリティを付け加えている。 

 終助詞（相当表現） 

終助詞とは文末にある助詞である。後ほど詳しく説明する。 

（行くな、行くよ、行くね、行くよね、行くか、行くじゃないか） 

小説では以下の通りである。 

    僕が取りに行くのか？ (太宰, 1989:5) 

    以上のような文では話し手が聞き手に、取りに行くことを疑問視

したいがために、述語に「か」というモダリティを付け加えてい

る。 
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２）文副詞（文副詞相当表現） 

副詞は文を修飾する語であるが、述語に付け加えるのではなく、動詞

の前に入れている。 

たぶん飲む、おそらく飲む、どうも飲むようだ、どうやら飲むようだ、

もしかしたら飲むかもしれない、ひょっとすると飲むかもしれない、

いったい飲むだろうか、はたして飲むだろうか 

   小説では以下の通りである。 

もしかしたらそれは自分の呼吸の激しさかもしれない。 

 (矢田, 2002:105) 

以上のような文では話し手が聞き手に、呼吸の激しさを感じるか

どうかよくわからないので、「かもしれない」というモダリティ

を述語に付け加えている上に、モダリティの一部の「もしかした

ら」という副詞も動詞の前に入れている。 

 

３）感動詞（間投詞）．間投助詞 

 感動詞 

感動詞とは感動や応答．呼び掛けを表す語である。 

はい、いいえ、えーと、あのう、うーん、はあ、え？あれ？ 

   小説では以下の通りである。 

蒲団の裾へまわって湯たんぽの加減をみていた紀久子は「え？」と聞

きかえした。 (矢田, 2002:99) 

上の文では話し手が聞き手に、よく聞こえなかったので、呼び掛けす

るために、「え」というモダリティで表している。 

 間投助詞 

私はね、今回の結果をね、たいへんうれしく。2 

４）イントネーション 

断定の時（飲み。）質問の時（飲む↑？） 

 

５）ムードのタ 

 発見のタ 

あ、あった。3 

 思い出しのタ 

確かヌールさんでしたっけ。 

                                                           
2 モダリティ．井上．優 http://www2.ninjal.ac.jp/takoni/DGG/09_modarityi.pdf 
3 モダリティ．井上．優 http://www2.ninjal.ac.jp/takoni/DGG/09_modarityi.pdf 

http://www2.ninjal.ac.jp/takoni/DGG/09_modarityi.pdf
http://www2.ninjal.ac.jp/takoni/DGG/09_modarityi.pdf

